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平成30年度一般会計（補正第２号）
1,950万６千円を追加し、

総額152億551万９千円となる

　平成 30年９月定例会は、９月７日～ 28日までの 22日間開催され、一般

質問には16人が登壇し、神埼市政全般について質疑を行いました。

　一般会計補正予算（第２号）では、農地・農業用施設災害復旧事業など、1,950

万６千円が追加され、総額152億 551万９千円となりました。

主　な　事　業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

農地・農業用施設災害

復旧事業
5,000

平成30年７月５日から７日に発生した「梅雨前線豪

雨」で被災した、農地・農業用施設の復旧事業を行い、

農業の維持及び農業経営の安定を図る。

農地・農業用施設災害復旧工事の国庫補助採択に係

る災害査定準備を行うため、測量設計委託料の計上

を行う。

９月定例会

■主な補正

補　正　予　算

農地・農業用施設災害復旧事業に　500万円
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平成30年度一般会計（補正第３号）
３億7,583万８千円を追加し、

総額155億8,135万７千円となる

　一般会計補正予算（第３号）では、農業基盤整備促進事業、産業用適地調査
業務などに、３億 7,583 万８千円が追加され、総額 155億 8,135 万７千円
となりました。
　なお、平成 29年度一般会計及び特別会計（５会計）の歳入歳出決定認定に
ついて提出されましたが、閉会中の継続審査となりました。決算認定の審査に
ついては、11月５日から11月 14日まで行う予定です。

主　な　事　業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

農業基盤整備促進事業 151,000

農業者が経営規模の拡大や農作物の高付加価値化・
品質向上等に取組む上で支障となる農業用水不足等
の農業生産基盤の課題に迅速かつきめ細かく対応し、
農業の競争力と体質強化を図る。

産業用適地調査業務 5,152

企業立地の環境整備及び充実により新規企業の進出

を促進し、地域産業の振興・発展及び雇用の拡大に

よる経済の活性化と定住促進を図る。

９月定例会

■主な補正

農業基盤整備促進事業に　１億5,100万円

決算特別委員会を設置しました
委員会名 委員長 副委員長 委員

決算特別委員会 福田　淸道 中野　　均 議長、監査委員を除く全議員（16人）

人権擁護委員の推薦に同意しました
　人権擁護委員に、田中清則氏（67歳）＝千代田町迎島、光野重洋氏（64歳）＝千代田町下

坂、佐藤悦子氏（66歳）＝千代田町境原を推薦することに同意した。
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これが聞きたい！
梅雨前線豪雨対応対策費　4,762 千円

脊振町複合施設建設事業　55,169 千円

Q 神埼中学校エアコン修繕は、梅雨前線豪雨対応対策と関連があったのでしょうか。それに
対しての今後の対応は考えられていますか。

A
神埼中学校のエアコンは、室外機が浸水被害を受けたので、梅雨前線豪雨対応対策費で計
上しました。空調設備については、電気ではなく灯油等で動かしていましたので、今後は、
電気を使用した設備に替えるように考えている。

Q 脊振町複合施設建設事業に伴う脊振支所等解体工事について、支所、倉庫、民家等とある
が、支所の北側に徳川権七氏の住居があるが、そこも含んでいるのか。

A
脊振支所等の解体工事については、脊振庁舎と市が取得した民家です。民家は一緒に解体
してほしいと希望されました。現在、脊振支所５号会議室として使っている徳川権七旧住
宅は、映像を残しており、脊振町複合施設の中の市民ホールで顕彰することとしています。
今回の解体工事費の中には挙っておりませんが、今後解体する予定です。

Q
予算計上の内訳に脊振支所等浄化槽
清掃手数料とあり、過疎債で計上さ
れているが、清掃手数料が起債対象
となるのか。

A
手数料で行うと工事請負費の 2.75％
の事務費を充当することができます
ので、過疎債の対象となります。

（事業の目的）
　７月５日から７日に発生した梅雨前線豪雨における災害対応、及び被災した施設等の復旧事
業について、現計予算、予備費充用、予算専決（補正第２号）及び補正予算（補正第３号）に
より実施し、市民の安全安心、産業の維持安定及び市政機能の維持・復旧を図る。

（事業の目的）
　脊振庁舎は、築 59 年が経過し、本庁舎と同様に老朽化・耐震化・狭隘化などの問題に加え、
エレベーターが設置されていないなど、バリアフリー化への対応が不十分な状況である。
　また、脊振公民館、脊振診療所、脊振 2000 年館についても、老朽化が進行している状況である。
このような問題に加え、脊振町は過疎地域に指定されるなど、人口減少やこれに伴う少子高齢
化の進行、地域経済の衰退などの問題も抱えており、その解決が喫緊の課題となっている。
　こうした課題に対応するため、住民への行政サービスの低下を招くことなく、住民の利便性
を十分に考慮し、住民にとっての生活拠点の核、及び交流の場となるような複合施設の建設に
向けた取り組みを行う。

脊振町複合施設のイメージ図
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子ども・子育て支援事業計画（第２期）策定業務　2,689 千円

神埼市地元購買力推進券事業　7,500 千円

振興計画調査費　2,118 千円

Q ニーズ調査の具体的内容は、どのようなものでしょうか。

A
国が示した調査項目と市独自の調査項目があって、基本的にアンケート方式で行います。
親の就労状況や利用している園の状況、相談事業関係、子どもが病気の場合や利用施設、
市へ期待する事などのアンケートです。

Q 前回と同じ内容のアンケートですか。

A 国の手引きは変わらないという事ですが、設問については、３年間の実績を見た上で子ど
も子育て会議等で協議をしながら作っていきたいと思っております。

Q 市内の参加業者数の推移は、どのようになっているでしょうか。

A 商品券を取り扱うことのできる店舗数の推移については、平成 29 年度は 182 店舗で、こ
こ数年、同じくらいの店舗数で推移しております。

Q 地域経済内でどれだけ還流しているのか。

A
現在一番この商品券が利用されているのは、市内のスーパー２店舗です。それ以外に、佐
賀市に資本があるディスカウントショップが市内に２店舗あり、そちらでの使用も高く
なってきています。

Q 振興計画策定に伴う基礎調査検討業務委託とありますが、主にどのような事業内容でしょ
うか。また、振興計画の地域の範囲については、どのように考えられているのでしょうか。

A
基礎調査の内容は、今後策定する振興計画に必要となる既存資料の収集、計画との整理、
分析、水没予定地周辺人口ビジョンの検討、住民意見の収集及び整理などを行ないます。
振興計画の地域の範囲は、現在想定されている建設予定地域の周辺までと考えております。

（事業の目的）
　全ての子どもの健やかな成長のために、適切な環境が等しく確保されるよう国や地域をあげ
て、子ども及び子どもの保護者に対する支援を総合的に推進する。

（事業の目的）
　地域内における経済循環を向上させ、地域の活性化と地元商工業の活性化を図り、景気回復
基調を継続するために行う。

（事業の目的）
　城原川ダム建設に伴い、水没予定地・周辺地域の生産機能及び生活環境などが著しい影響を
受けることから、その影響を緩和するための対策を講じる計画の策定が必要である。
　市が策定する振興計画については、上位計画や関連する計画との整合を図り、ダムや地域の特
性を活かし、且つ、社会情勢を見据えたものとするため、基礎調査の検討などを行うものである。
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Q

脊振町複合施設完成後の
地番が変更になるのはな
ぜか。

A

建物の敷地内で、一番大
きい面積で、かつ一番若
い地番を取るというのが
一般的な位置の定め方に
なっている。

Q 公費負担で作成したビラを写真に撮ってスマホやパソコンのインターネットで拡散するこ
とは可能か。

A
候補者がビラの画像をウェブサイト等に掲載したり、運動用電子メールに添付することは、
「インターネット等を利用する方法」による頒布に該当するので可能である。（改正公職選
挙法ガイドラインH25. ４.26）。ただし、紙に印刷して頒布することやポスターを紙に印刷
して掲示することは、公職選挙法第 142 条及び第 143 条の規定に違反することになる。

各常任委員会のＱ＆Ａ
総務常任委員会

総務常任委員会

総務企画部

総務企画部

《議案第45号》（全員賛成）
神埼市支所設置条例の一部改正について

《議案第46号》（全員賛成）
神埼市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公費負担に関
する条例の一部改正について

建物

建物
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神埼市民の願いを意見書にして国に届ける

　平成 29 年度に開催された財政制度等審議会において、下水道事業については受益者負
担の観点から、（汚水に係る下水道施設の改築については排出者が負担するべきとの考え
の下）国による支援は未普及の解消及び雨水対策への重点化の方針が提示され、昨年 12
月 22 日、国土交通省から下水道事業にかかる社会資本整備総合交付金等の予算配分の考
え方として、「アクションプランに基づく下水道未普及対策事業」、「下水道事業計画に基
づく雨水対策事業」等への重点化の方針が通知された。
　仮に、下水道施設の改築への国費支援がなくなった場合、今後人口減少が本格化する中、
著しく高額な下水道使用料を徴収せざるを得なくなり、市民生活が成り立たなくなる。
　一方、下水道使用料の大幅な引き上げについて理解が得られず、施設の改築が進められ
なくなった場合、道路陥没や下水処理の機能停止による、トイレの使用停止など、市民生
活に重大な影響が及ぶ恐れがある。
　よって、国においては、市民生活の維持や下水道の公共的役割に対する国の責務の観点
から、下水道施設の改築に対する国費支援を継続することを強く求める。
　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出いたします。

　昨今、米価は生産費を大きく下回っており、農水省から公表された平成 28 年産米生産
費は、60kg 当たり１万 4,584 円であるのに対し、市内の代表的な銘柄である「ヒノヒカリ」
の米価は、同年度が１万 3,423 円、「ヒヨクモチ」は１万 4,349 円である。つまり、稲作農家は、
米１俵作って１千円近くの赤字となっているのが現状である。
　神埼市は「県内有数の米どころ」として、農業を基幹産業と位置づけ、担い手育成、法
人化など農業支援に取り組んでおり、県内でも集落営農、法人化率が高く、農業の経営合
理化、後継者対策に努めてきている自治体である。
　しかし、その様な中で「農業者戸別所得補償制度」が「経営所得安定対策」に変わり、
平成 26 年度から米については 10 ａ当たりの交付金が１万 5,000 円から 7,500 円に引き下げ
られた。
　神埼市全体の米の作付面積は、約1,789ha、平成 30年産米からこの制度が全廃されるので、
農家の交付金減により、平成 25 年度と比べて毎年計約２億 6,800 万円が所得減となり、農
家経営及び農業法人経営に多大な影響を与え、経営の見通しが立たなくなる恐れが出てき
ている。
　よって、下記の事項について強く求めるものである。

記
　稲作農家、農業法人の経営を支えるため、経営所得安定対策における米の直接支払交付
金を復活させること。
　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出いたします。

下水道施設の改築への国費支援の継続に関する意見書（内容は抜粋）

経営所得安定対策における米の直接支払交付金の復活を求める意見書（内容は抜粋）

〈意見書第２号〉

〈意見書第３号〉
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文教厚生常任委員会行政視察研修委員長報告

産業建設常任委員会行政視察研修委員長報告

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、

７
月
24
日
・
25
日
で
行
政
視
察

研
修
を
行
っ
た
。
24
日
は
、
兵

庫
県
相
生
市
に
お
い
て
「
相
生

市
11
の
鍵
」
を
テ
ー
マ
に
研
修

を
実
施
し
た
。
相
生
市
は
、
国

の
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
将

来
市
の
財
政
が
危
機
的
状
況
に

な
る
と
見
込
み
「
第
一
期
相
生

市
行
財
政
健
全
化
計
画
」
を
策

定
し
、
将
来
の
人
口
減
少
へ
の

対
策
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
、
人
口
増
対
策
に
取

り
組
ま
れ
て
い
た
。
特
に
、
子

育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
定

住
促
進
を
図
る
た
め
、
転
入
か

ら
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
、
教

育
な
ど
切
れ
目
な
い
支
援
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
支

援
事
業
11
項
目
を
「
相
生
市
11

の
鍵
」と
し
て
、市
内
外
へ
の

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
と
転
入
者
へ
の

継
続
的
な
支
援
を
展
開
さ
れ
て

お
り
人
口
の
社
会
減
が
半
減
し
、

一
定
の
効
果
が
表
れ
て
い
た
。

　

次
に
、
岡
山
県
備
前
市
は
、

「
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
っ
た
。

当
市
は
１
市
２
町
が
合
併
し
、

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、

行
政
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

の
で
報
告
し
ま
す
。
去
る
８
月

７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
大

分
県
杵
築
市
及
び
佐
伯
市
へ
農

業
振
興
対
策
並
び
に
今
後
の
下

水
道
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
学
ん
で
き
ま
し
た
。

杵
築
市
で
は
、
農
業
振
興
施
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
国
の
補
助

事
業
で
あ
る
「
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
」
を
活
用
し
高
設

育
苗
ベ
ン
チ
に
よ
る
イ
チ
ゴ
・

水
耕
ね
ぎ
栽
培
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
へ

の
対
策
と
し
て
、
補
助
事
業
の

補
助
率
の
か
さ
上
げ
、そ
し
て
、

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
や
定
年
退
職
者

等
へ
の
新
規
就
農
を
推
進
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
神
埼
市
に
お
い

て
も
新
規
就
農
者
の
確
保
は
課

題
で
あ
り
、
国
・
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
な
が
ら
様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
佐
伯
市
で
の
「
下
水

合
併
前
か
ら
交
流
の
あ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
韓
国
と
新
た
に

始
め
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

３
ヶ
国
と
交
流
さ
れ
て
い
た
。

　

隔
年
で
、
小
・
中
学
生
や
高

校
生
を
市
内
全
域
か
ら
公
募
の

上
、
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
交
流

都
市
へ
の
参
加
希
望
は
、
当
該

旧
町
の
児
童
生
徒
の
参
加
が
多

い
の
と
、
参
加
後
は
児
童
生
徒

個
人
や
家
族
単
位
で
交
流
が
継

続
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
国

際
交
流
協
会
の
会
員
に
な
っ
て

市
民
の
理
解
や
協
力
が
得
ら
れ

て
い
た
の
で
、
特
に
、
当
事
業

は
市
民
の
理
解
が
大
切
だ
と
感

じ
た
。

道
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

は
、
神
埼
市
と
同
様
に
公
共
下

水
道
・
市
町
村
設
置
型
浄
化
槽

を
取
り
入
れ
て
整
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
問
題
点
と
し
て
、
公

共
下
水
道
で
は
、
接
続
率
が
悪

く
ま
た
老
朽
管
の
布
設
替
経
費

が
増
大
す
る
事
。
浄
化
槽
に
お

い
て
は
、
維
持
管
理
費
が
増
大

傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
課
題

に
挙
げ
ら
れ
、
神
埼
市
に
お
い

て
も
、
将
来
の
人
口
減
少
や
都

市
形
態
の
変
化
を
考
慮
し
、
時

代
に
即
し
た
事
業
計
画
に
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
痛
感

し
た
研
修
で
し
た
。

委員長　中野　　均

委員長　西原　正剛
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去
る
、
８
月
１
日
か
ら
２
日

に
か
け
て
、
京
都
府
亀
岡
市
及

び
大
阪
府
大
東
市
に
お
い
て
行

政
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

亀
岡
市
は
、
平
成
30
年
６
月

か
ら
通
年
議
会
を
導
入
さ
れ
、

会
期
は
６
月
か
ら
３
月
末
の
概

ね
１
年
間
と
し
、
必
要
に
応
じ

て
議
会
の
判
断
で
い
つ
で
も
議

会
を
開
く
事
が
出
来
、
こ
れ
ま

で
市
長
が
閉
会
中
に
専
決
処
分

し
て
い
た
案
件
を
特
別
議
会
の

開
催
に
よ
り
何
時
で
も
議
会
で

審
議
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
に

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
議
会
報

告
会
を
平
成
22
年
か
ら
実
施
さ

れ
た
が
、
参
加
者
が
少
な
く
、

平
成
26
年
か
ら
は
市
民
と
の
意

見
交
換
会「
わ
が
ま
ち
ト
ー
ク
」

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
。

　

次
に
大
東
市
で
は
、
平
成
12

年
か
ら
夜
間
議
会
、
平
成
13
年

か
ら
日
曜
議
会
を
開
催
さ
れ
、

内
容
は
一
般
質
問
で
平
日
昼
間

に
傍
聴
で
き
な
い
市
民
に
対
し

て
配
慮
が
さ
れ
て
い
た
。ま
た
、

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
や
議
場
講
演

　

７
月
２
日
か
ら
３
日
の
両
日

に
か
け
２
市
議
会
へ
の
行
政
視

察
研
修
を
計
画
し
て
い
た
が
、

台
風
７
号
の
接
近
に
よ
り
交
通

機
関
運
休
と
の
情
報
を
受
け
、

２
日
目
の
研
修
を
取
り
や
め
１

市
議
会
の
み
の
研
修
と
な
っ

た
。

　

７
月
２
日
は
、
山
口
県
美
祢

市
に
お
い
て
「
議
会
だ
よ
り
」

の
編
集
・
発
行
を
テ
ー
マ
に
研

修
を
行
い
、
同
市
で
は
、
特
別

委
員
会
は
設
置
さ
れ
ず
任
意
の

委
員
会
と
し
て
、
会
派
お
よ
び

政
党
よ
り
委
員
が
選
出
さ
れ
編

集
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
特
徴
と

し
て
は
、
一
般
質
問
を
重
視
し

た
内
容
と
し
、
議
員
一
人
当
り

１
頁
に
一
般
質
問
内
容
を
記
載

さ
れ
て
い
た
。

　

編
集
上
の
留
意
点
と
し
て

は
、
表
紙
の
写
真
は
季
節
の
行

事
を
中
心
に
、
地
域
が
偏
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
言
い
回

し
や
語
尾
等
に
統
一
感
を
持
た

会
の
開
催
な
ど
、
議
場
を
市
民

に
開
放
し
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
様
な
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

他
に
各
地
区
に
出
向
い
て
の

出
前
議
会
報
告
会
や
政
策
意
見

交
換
会
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
議
会
の
Ｐ
Ｒ
や
市
民
の

意
見
聴
取
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
研
修
成
果
を
活
か
し

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
議
会
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
う
。

せ
る
こ
と
、
会
期
中
に
議
論
が

集
中
し
た
案
件
を
優
先
的
に
掲

載
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

た
。

　

そ
の
他
の
議
会
広
報
と
し

て
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

よ
る
本
会
議
・
委
員
会
な
ど
の

放
映
が
な
さ
れ
て
い
た
。
今
回

の
研
修
を
生
か
し
、
市
民
の
方

が
関
心
を
も
っ
て
読
ん
で
頂
け

る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し

た
編
集
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
う
。

委員長　木原　憲治

委員長　松本　軍二
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一 般 質 問
議
員　

仁
比
山
神
社
あ
た
り

か
ら
博
多
駅
、
こ
れ
は
20
㎞

ほ
ど
、
あ
る
い
は
、
那
珂
川

の
西
隈
あ
た
り
ま
で
ト
ン
ネ

ル
を
掘
る
、
こ
れ
は
15
㎞
ぐ

ら
い
で
す
。
費
用
は
ど
れ
く

ら
い
か
か
る
と
予
測
さ
れ
る

の
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

過
去

の
ト
ン
ネ
ル
建
設
に
か
か
る

費
用
を
調
べ
ま
し
た
。
三
瀬

ト
ン
ネ
ル
は
、
延
長
２
・
４

㎞
で
約
39
億
円
、
ま
た
、
東

脊
振
ト
ン
ネ
ル
は
、延
長
１
・

４
㎞
で
約
34
億
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
議
員
ご
質
問
の

ト
ン
ネ
ル
の
費
用
は
、
少
な

く
と
も
数
百
億
円
か
か
る
の

で
は
と
考
え
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

少
な
く
と
も
数
百
億
円
か
か
る

答

議
員　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
南

西
の
端
の
Ｊ
Ｒ
線
を
く
ぐ
る

道
を
も
っ
と
機
能
的
に
改
良

で
き
な
い
か
。
今
、
朝
に
登

校
時
間
に
な
る
と
、
犬
の
目

の
Ｊ
Ｒ
九
州
の
線
路
下
の

ガ
ー
ド
の
と
こ
ろ
は
、
パ
イ

ン
ピ
ア
あ
た
り
か
ら
の
小
学

生
、
線
路
よ
り
北
か
ら
の
自

転
車
通
学
の
中
学
生
、
通
勤

を
確
保
す
る
た
め
、
堤
防
補

強
工
事
な
ど
を
実
施
し
、
さ

ら
な
る
河
道
掘
削
を
進
め
て

い
く
。
抜
本
的
な
治
水
対
策

を
一
日
で
も
早
く
実
現
さ
せ

る
た
め
、
国
・
県
へ
の
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

三
本
松
川
の
未
整
備

区
間
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

の
考
え
方
は
。

産
業
建
設
部
長　

馬
場
川
の

河
川
整
備
が
一
定
程
度
進
ん

で
き
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度

議
員　

城
原
川
の
河
川
整

備
、
安
全
性
に
つ
い
て
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

整
備

の
進
め
方
と
し
て
、
整
備
計

画
で
あ
る
毎
秒
３
３
０
ト
ン

に
向
け
て
、
堤
防
の
安
全
性

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か

防
災
訓
練
を
見
直
し
、災
害
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く

答

か
ら
三
本
松
川
の
整
備
を
再

開
し
、
測
量
・
設
計
を
実
施

し
て
い
く
。

議
員　

三
本
松
川
改
修
に
あ

わ
せ
て
、
南
北
道
路
の
検
討

は
さ
れ
な
い
か
。国
道
34
号
、

Ｊ
Ｒ
を
ま
た
い
で
、
立
体
交

差
で
つ
な
い
で
、
吉
野
ヶ
里

公
園
西
門
ま
で
つ
な
ぐ
考
え

は
。

市
長　

一
体
性
を
持
て
る
よ

う
な
道
路
、
経
済
道
路
、
生

活
道
路
と
し
て
整
備
で
き
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
実
現

に
は
国
・
県
の
理
解
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
非
常
に
難
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
は
努
力

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

の
自
動
車
で
混
雑
し
て
い
る

は
ず
で
す
。
こ
れ
を
緩
和
す

る
意
味
で
、
こ
の
通
路
を
活

用
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
整
備
し
た
ら
交
通
緩

和
、
通
学
の
安
全
に
資
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案

で
す
。

産
業
建
設
部
長　

当
該
通
路

の
機
能
向
上
に
つ
き
、
抜
本

的
な
改
良
は
非
常
に
難
し
い

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

豪雨時の城原川

神埼中学校北のＪＲ高架下の道

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

近
く
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

あ
た
り
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

中
学
校
の
国
際
交
流
に

つ
い
て

簑原　忍 議員

議
員　

生
徒
数
が
減
少
し
て

い
る
脊
振
中
は
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

髙
尾
学
校
教
育
課
長　

さ
ま

ざ
ま
な
方
向
性
を
考
え
検
討

し
て
い
く
。

宮地　明 議員
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議
員　

２
０
２
５
年
に
団

塊
の
世
代
と
呼
ば
れ
る
人

達
が
、
後
期
高
齢
者
（
75
歳

以
上
）
と
成
り
、
人
口
の

20
％
以
上
を
占
め
、
少
子
高

齢
化
社
会
の
最
た
る
状
態

が
出
現
し
、
医
療
費
等
の
社

会
保
障
費
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

深
堀
市
民
福
祉
部
長　

国
保

に
お
け
る
一
人
当
り
の
医
療

費
は
、
直
近
で
45
万
円
弱
、

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
は
１

１
０
万
円
以
上
、
国
保
の
約

２
・
５
倍
に
達
し
、
全
体
を

押
し
上
げ
る
要
因
で
、
今
後

も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

議
員　

高
齢
者
予
備
軍
（
概

ね
65
歳
以
上
）
へ
の
対
策
に

つ
い
て
。

手
塚
福
祉
事
務
所
長　

医

健
康
長
寿
延
伸
の
為
、民
間
ジ
ム
等
と
の
提
携
も
考
慮
す
べ
き

民
間
で
委
託
や
請
負
が
可
能
な
ら
検
討
も

答

療
費
の
抑
制
対
策
、
健
康
福

祉
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

野
中
高
齢
障
が
い
課
長　

介

護
予
防
事
業
で
概
ね
65
歳
以

上
を
対
象
に
、
筋
力
ア
ッ
プ

養
成
塾
を
週
一
回
行
い
、
延

べ
２
２
０
０
人
以
上
と
増
加

し
て
い
る
。

議
員　

恒
常
的
に
利
用
で
き

る
施
設
は
あ
る
の
か
。

中
島
庁
舎
整
備
課
長　

千
代

田
庁
舎
利
活
用
検
討
委
員
会

の
議
論
の
中
で
は
、
サ
ー
ク

ル
活
動
を
メ
イ
ン
と
し
、
運

動
器
具
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
設
置
は
見
送
っ
て
い

る
。

議
員　

市
が
恒
常
的
施
設
開

設
が
行
え
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
民
間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
は
出
来

な
い
の
か
、
提
携
も
考
慮
す

べ
き
だ
。

市
長　

市
が
体
系
的
に
行
う

に
は
設
備
投
資
も
必
要
と
な

り
、
民
間
補
助
に
つ
い
て
検

討
も
し
て
い
る
。
妥
当
な
線

を
今
後
研
究
し
て
み
た
い
。

る
の
か
を
お
伺
い
し
ま
す
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

平
成

28
年
７
月
20
日
に
国
土
交
通

省
に
よ
り
、
事
業
継
続
と
の

対
応
方
針
が
示
さ
れ
、
今
年

度
か
ら
建
設
段
階
へ
移
行
し

ま
し
た
。
今
年
度
の
事
業
内

容
と
し
て
は
、
ダ
ム
の
建
設

に
む
け
た
具
体
的
な
事
業
計

画
の
検
討
を
行
う
と
さ
れ
、

来
年
度
以
降
は
現
時
点
で
は

示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

国
の
平
成
31
年
度
の
概
算
要

議
員　

城
原
川
ダ
ム
事
業
に

つ
い
て
、
平
成
30
年
度
か
ら

建
設
段
階
へ
移
行
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
現
在
の

ダ
ム
事
業
の
進
捗
状
況
と
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

ダ
ム
事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か

事
業
継
続
か
ら
建
設
段
階
へ
移
行

答

求
で
は
、
ダ
ム
の
本
体
及
び
関

連
施
設
の
調
査
・
設
計
や
付
替

道
路
の
設
計
な
ど
具
体
的
な

事
業
計
画
検
討
の
進
捗
が
さ

ら
に
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
国

や
県
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

城原川ダム予定地

服巻　玉美 議員

地
域
づ
く
り

補
助
金
に
つ
い
て

田原　和幸 議員

議
員　

過
疎
地
域
等
に
お
い

て
、
人
口
減
少
に
伴
う
活
力

低
下
が
著
し
い
地
域
に
、
地

域
づ
く
り
補
助
金
の
支
援
制

度
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
地

域
づ
く
り
団
体
活
動
に
対
し

て
、
継
続
的
な
活
動
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
支
援
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

山
間

地
や
過
疎
地
域
に
対
し
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
活
動
に
は
、
具
体
的
な
内

容
の
提
案
等
も
頂
き
な
が

ら
、
新
た
な
支
援
の
あ
り
方

等
も
今
後
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

城原川城原川

城原川城原川

倉谷川倉谷川

城原川ダム予定地

時
間
は

浪
費
し
て
も 

エ
コ
で
も

平
等
に
与
え
ら
れ
た
資
源

も
う
す
ぐ
あ
な
た
も
高
齢
者
！
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神埼市のふるさと納税返礼品カタログ

九年庵

下村湖人生家 櫛田宮

議
員　

平
成
29
年
度
の
佐
賀

県
内
、
20
の
市
・
町
で
神
埼

市
の
寄
附
受
入
額
の
実
績
が

４
７
０
０
万
円
で
最
下
位
で

あ
っ
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
で

税
収
を
上
げ
る
取
り
組
み
は

何
故
、ふ
る
さ
と
納
税
に
取
り
組
ま
な
い
の
か

今
後
は
地
域
創
造
の
た
め
に
、新
た
な
プ
ラ
ン
を
立
て
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い

答

し
て
お
り
、
観
光
客
の
市
内

滞
在
時
間
を
延
ば
す
た
め
の

戦
略
的
な
仕
掛
け
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
い
る
。

議
員　

観
光
行
政
事
業
に
対

す
る
提
案
型
質
問
で
あ
る

が
、
観
光
を
集
客
機
能
と
捉

え
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」

議
員　

集
客
を
目
的
と
し
た

従
来
型
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は

な
く
、
地
域
全
体
が
活
性
化

し
て
い
く
「
観
光
ま
ち
づ
く

り
」
を
中
心
に
観
光
を
手
段

と
し
て
活
用
す
る
方
策
は
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

市
内

の
観
光
資
源
を
効
果
的
に
繋

ぐ
「
観
光
ル
ー
ト
」
の
整
備
、

滞
留
型
の
観
光
づ
く
り
に
向

け
た
取
組
み
が
課
題
と
認
識

観
光
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
る
地
域
お
こ
し
の
展
開
を

地
域
の
協
力
と
リ
ー
ダ
ー
養
成
が
必
要
で
あ
る

答

に
繋
げ
る
諸
施
策
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

市
長　

観
光
客
を
増
や
し
、

い
か
に
経
済
活
動
へ
繋
げ
て

い
く
か
が
大
切
。

　

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

住
民
に
よ
る
自
発
的
な
取
組
み

と
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

市
報
の
７
月
号
の
別
冊
で
も

税
務
課
・
財
政
課
・
企
画
課

の
ど
の
部
署
に
お
い
て
も
誰

ひ
と
り
と
し
て
一
言
も
触
れ

て
い
な
い
、
そ
の
結
果
が
県

内
最
下
位
で
あ
る
。
今
後
の

取
り
組
み
を
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
。

市
長　

昨
年
ま
で
は
最
下
位

で
本
当
に
残
念
で
す
。
今
年

は
納
税
者
へ
の
返
礼
品
の
見

直
し
や
告
知
サ
イ
ト
を
増
や

す
等
を
進
め
て
い
ま
す
。又
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
、

制
度
、
趣
旨
に
沿
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

松本　軍二 議員

議
員　

費
用
助
成
は
防
犯
協

会
に
お
い
て
検
討
し
て
み
た

い
と
の
こ
と
だ
が
、
本
来
は

市
の
方
で
条
例
な
ど
の
制
定

に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
と

思
う
。
又
、
定
例
の
区
長
会

な
ど
に
お
い
て
設
置
の
必
要

性
や
補
助
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
聞
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

佐
賀

市
の
方
で
も
検
討
さ
れ
て
い

る
み
た
い
で
す
。
今
後
は
補
助

等
の
制
度
設
計
を
構
築
し
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

現
状
対
策
と
し
て
期

限
を
切
っ
て
強
制
執
行
の
通

告
を
し
て
滞
留
、
滞
在
型
の

観
光
施
設
と
し
て
早
急
な
対

応
を
す
べ
き
だ
。

市
長　

私
も
一
日
で
も
早
く

ホ
テ
ル
と
し
て
滞
留
、
滞
在

で
き
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
。

議
員　

現
在
の
低
金
利
時
に

お
い
て
、基
金
（
約
64
億
円
）

の
効
果
的
な
基
金
運
用
等
に

つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。

平
山
財
政
課
長　

昨
今
の
低

金
利
政
策
に
よ
り
、
利
子
運

用
収
入
は
減
少
の
な
か
、
基

金
の
適
切
・
確
実
で
効
果
的

な
運
用
と
し
て
、
国
債
・
地

方
公
共
団
体
債
の
債
券
購
入

を
視
野
に
入
れ
た
研
究
・
検

討
を
進
め
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

宮島　清 議員

県
内
で
最
下
位
の
寄
附

金
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
検
討
に

つ
い
て

旧
年
金
セ
ン
タ
ー
の
そ

の
後
に
つ
い
て

財
政
状
況
の
現
況
に
つ

い
て
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野口　英樹 議員

議
員　

今
回
の
豪
雨
は
各
地

で
被
害
が
発
生
し
、
県
内
で

も
同
様
で
あ
っ
た
。
神
埼
市

内
の
被
害
状
況
は
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

人
的

被
害
は
な
く
、
床
上
床
下
浸

水
、
道
路
、
河
川
、
農
地
、

林
道
被
害
、
ア
ス
パ
ラ
、
小

西
日
本
豪
雨
に
よ
る
神
埼
市
内
の
被
害
状
況
と
対
策

農
地
、道
路
、林
業
の
復
旧
を
適
正
に
行
う

答

ネ
ギ
ハ
ウ
ス
の
冠
水
被
害
が

発
生
し
た
。

議
員　

被
害
に
対
す
る
支
援

は
。

総
務
企
画
部
長　

浸
水
し
た

家
財
道
具
は
市
が
引
き
取

り
、
毛
布
・
日
用
品
等
を
渡

し
た
。
道
路
、
河
川
、
農
地
、

林
道
被
害
は
復
旧
を
進
め
て

い
る
。

議
員　

市
民
は
避
難
所
へ
移

動
さ
れ
て
い
る
が
、
避
難
情

報
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
。

総
務
企
画
部
長　

計
画
通
り

に
実
行
で
き
た
。
日
が
明
る

い
う
ち
に
安
全
な
時
間
帯
で

実
施
し
た
。

議
員　

日
常
生
活
へ
の
支
障

と
再
発
防
止
は
。

総
務
企
画
部
長　

一
部
通
行

で
き
な
い
道
路
が
あ
り
、
食

料
品
や
水
な
ど
配
布
し
た
。

今
後
も
樋
門
、
樋
管
、
排
水

機
場
の
適
正
な
運
用
を
行

う
。
南
部
は
内
水
排
水
管
理

を
行
い
対
応
す
る
。

市
長　

市
民
の
安
全
安
心
を

掲
げ
、
防
災
力
を
高
め
市
民

の
命
を
救
う
努
力
を
す
る
。

れ
て
お
り
、
平
成
29
年
に
は

23
・
８
人
と
利
用
人
数
は
増

加
し
て
お
り
、
巡
回
バ
ス
の

一
定
の
成
果
は
出
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
定
時
定
路
線
型
で

運
行
し
て
お
り
、
バ
ス
停
を

全
て
巡
回
し
な
が
ら
通
過
す

る
運
行
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
目
的
地
ま
で
時
間
が

か
か
る
と
か
、
帰
り
の
バ
ス

の
時
間
が
都
合
よ
く

利
用
で
き
な
い
。
ま

た
、
バ
ス
停
ま
で
遠

い
と
い
っ
た
声
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
年

中
に
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
及
び
乗
降
調

査
を
実
施
し
、
市
民

の
外
出
状
況
や
交
通

手
段
の
分
析
及
び
利

用
の
満
足
度
や
要
望

の
調
査
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
神
埼
市

の
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
も
地
域
に

適
し
た
よ
り
よ
い
運

議
員　

平
成
21
年
７
月
に
開

始
し
た
巡
回
バ
ス
実
証
運
行

か
ら
９
年
経
過
す
る
中
で
、

路
線
や
バ
ス
停
、
時
刻
表
等

は
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
巡

回
バ
ス
の
利
用
者
は
少
な

い
。
神
埼
市
民
は
、
巡
回
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
満
足
し

て
い
る
の
か
。
今
後
、
免
許

証
自
主
返
納
者
な
ど
、
交
通

弱
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
市
は
新
た
な
移
動
手
段

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る

の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

実
証

運
行
を
開
始
し
た
平
成
21
年

の
１
日
当
た
り
の
利
用
者
数

は
12
・
３
人
、
計
画
を
見
直

し
た
平
成
24
年
は
18
・
１

人
、
平
成
27
年
は
18
・
５
人

と
見
直
し
の
効
果
が
あ
ら
わ

移
動
手
段（
巡
回
バ
ス
）の
見
直
し
や
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か

新
た
な
運
行
形
態
の
導
入
な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

答

行
形
態
を
模
索
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
デ
マ
ン
ド
型
交
通
な

ど
、
他
の
運
行
形
態
の
導
入

に
つ
き
ま
し
て
、
地
域
の
状

況
や
住
民
の
意
見
を
拝
聴
し

な
が
ら
、
今
後
、
神
埼
市
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

に
お
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

アスパラ、小ねぎ等冠水被害状況

熱
中
症
予
防
の
対
応
と

考
え
方

野副　 昭 議員

議
員　

酷
暑
の
原
因
と
分
析

に
よ
る
予
防
は
。

深
堀
市
民
福
祉
部
長　

太
平

洋
高
気
圧
と
チ
ベ
ッ
ト
高
気

圧
が
重
な
っ
た
こ
と
が
、
要

因
と
さ
れ
て
い
る
。
予
防
と

し
て
啓
発
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
地

区
公
民
館
の
開
放
等
を
行

い
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
使

用
を
周
知
す
る
。

県内市町　巡回バス以外の公共交通状況

武雄市 若木町デマンドタクシー

高津原のりあいタクシー

予約型のりあいタクシー

芦刈町乗合タクシー

小城やまびこタクシー

吉野ヶ里町 吉野ヶ里町デマンドタクシー

多久市 ふれあいタクシー

佐賀市 松梅地区デマンドタクシー
嬉野市 嬉野市乗合タクシー

鹿島市

小城市 白石町 予約制いこカー

有田町 曲川・大山ふれあいタクシー

県内市町　巡回バス以外の公共交通の状況
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議
員　

基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
経
営
の
現
状
は
。

國
廣
産
業
建
設
部
参
事
官　

現
在
、
農
家
戸
数
は
１
８
０

０
戸
弱
で
、
年
々
減
少
傾
向

だ
が
、個
人
か
ら
農
業
組
織
、

さ
ら
に
組
合
法
人
へ
と
移
行

し
、集
団
化
の
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
の
総
生

産
額
は
44
億
円
強
と
な
っ
て

い
る
。

議
員　

耕
作
面
積
及
び
市
の

予
算
の
う
ち
、
農
業
関
係
の

執
行
額
は
。

小
栁
農
政
水
産
課
長　

現
在

３
１
０
０
ha
ほ
ど
の
耕
作
地

が
あ
り
、
七
割
が
米
や
麦
、

三
割
が
野
菜
類
の
作
付
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

29
年
度
予
算
の
う
ち
約
21
億

円
（
12
・
７
％
）
が
農
業
関

神
埼
市
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

規
模
拡
大
や
経
営
効
率
化
に
努
め
て
い
く

答

連
に
使
わ
れ
て
い
る
。

議
員　

耕
作
が
な
さ
れ
て
い

な
い
農
地
は
ど
の
程
度
あ

り
、そ
れ
に
対
す
る
対
策
は
。

鶴
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

毎
年
、
農
地
の
現
況
調
査
を

実
施
し
て
い
る
が
平
成
29
年

度
は
52 

ha
で
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
。
遊

休
農
地
所
有

者
へ
は
意
向
調

査
を
行
い
再
度

耕
作
再
開
を
お

願
い
し
農
地
中

間
管
理
機
構
へ

の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

議
員　

農
業
を

振
興
さ
せ
る
た

め
集
約
化
や
新

規
参
入
者
、
企

業
の
参
入
に
つ

い
て
の
現
況
は

ど
う
か
。

農
政
水
産
課
長

　

新
規
参
入
に

対
し
て
は
県
や

Ｊ
Ａ
等
関
係
機

関
と
連
携
を
と
り
後
継
者
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、

企
業
の
参
入
に
つ
い
て
は
、

地
元
に
有
益
な
企
業
が
参
入

い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
市

と
し
て
も
誠
意
あ
る
対
応
を

し
て
い
く
。

議
員　

お
茶
屋
堰ぜ
き
よ
り
下
流

潮
の
干
満
の
影
響
を
受
け
、

泥
土
が
溜
り
樹
木
が
繁
茂
し

流
下
に
悪
い
状
態
。
ま
た
、

柴
尾
橋
付
近
堤
防
が
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

な

区
間
の
堤
防
拡
幅
な
ど
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

筑
後

川
水
系
河
川
整
備
計
画
で

は
、
両
岸
と
も
堤
防
の
か
さ

上
げ
、
拡
幅
が
必
要
な
区
間

と
さ
れ
て
い
る
。
重
要
水
防

区
間
に
つ
い
て
、
柴
尾
橋
よ

り
下
流
の
両
岸
約
２
５
０
ｍ

の
区
間
は
、
洪
水
時
に
危
険

が
予
想
さ
れ
、
重
点
的
に
巡

視
、
点
検
が
必
要
で
、
国
で

は
重
要
指
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
筑
後
川
水
系
全
体
、

背
後
地
の
状
況
、
堤
防
の
状

城
原
川
の
河
川
整
備
状
況
に
つ
い
て

毎
秒
３
３
０
ｔ
の
流
下
能
力
の
確
保
を
目
指
す

答

況
を
踏
ま
え
優
先
度
を
判
断

さ
れ
る
。
市
と
し
て
は
、
実

態
を
十
分
国
・
県
に
要
請
い

た
し
ま
す
。

永沼　彰 議員

別
の
利
用
状
況
は
、
実
証
運

行
開
始
以
来
年
々
増
加
し
、

平
成
29
年
度
は
７
０
２
３
人

と
一
定
の
成
果
は
出
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
年

中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

よ
り
よ
い
運
行
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
デ
マ
ン
ド
型
交

通
な
ど
を
初
め
と
し
た
、
そ

の
他
の
移
動
手
段
施
策
の
検

討
を
重
ね
、
地
域
の
状
況
や

住
民
の
意
見
を
拝
聴
し
、
今

後
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
に
お
い
て
検
討
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。巡回バス

地
域
公
共
交
通
に
つ
い

て

吉田　守 議員

１ha あたりの売上額
2015 農林業センサス値による

算出額
（A）

［千万円］

経営体数
（B）

［経営体］

作付面積
（C）
［ha］

経営体あたり
（A÷ B）
［千万円 /経］

１ha あたり
（A÷ C）
［千万円 /ha］

米 205 303 1,892 0.67 0.10
麦 25 98 1,863 0.25 0.01
大豆 22 111 807 0.19 0.02

小計 252 512 4,562 0.49 0.05
野菜類 152 335 77 0.45 1.97
畜産類 44 13 ＊ 3.38 ＊

合計 448 860 ＊ 0.52 ＊

議
員　

巡
回
バ
ス
運
行
の
実

績
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
。
ま
た
、
高
齢
者
が
加
害

者
と
し
て
関
係
す
る
交
通
事

故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
自

動
車
免
許
証
の
自
主
返
納
の

手
助
け
に
な
る
施
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

年
度
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実
す
べ
き
と
考
え
る
。
生
徒

た
ち
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
っ
て
い
る
の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

現

在
、
脊
振
小
学
校
と
フ
ラ
ン

ス
の
ボ
ー
ク
ー
ル
市
サ
ン
ト

ル
Ａ
小
学
校
と
交
流
を
行
っ

て
い
る
。
６
月
に
は
両
小
学

校
間
で
、
初
め
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
電
話
、
ス
カ
イ
プ
に

よ
る
交
流
を
行
い
、
自
己
紹

議
員　

神
埼
市
内
に
は
６
ヵ

国
以
上
の
外
国
労
働
者
、
留

学
生
が
生
活
し
て
お
ら
れ
、

７
月
31
日
現
在
で
は
１
９
７

名
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
方
た
ち
の
生
活
の

不
安
、
健
康
相
談
な
ど
は
県

に
は
も
ち
ろ
ん
相
談
窓
口
は

あ
る
が
、
市
も
住
民
に
一
番

身
近
な
自
治
体
と
し
て
設
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

今
の
と
こ
ろ
専
門
の

窓
口
を
設
け
る
と
こ
ろ
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。
市
と
し
て

も
、
ど
の
窓
口
で
も
職
員
が

外
国
人
に
対
応
で
き
る
よ
う

勉
強
を
さ
せ
た
い
。

議
員　

小
・
中
学
校
の
国
際

交
流
が
現
在
、
中
国
、
韓
国
、

フ
ラ
ン
ス
の
小
・
中
学
校
と

行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
充

留
学
生
や
技
能
実
習
生
の
生
活
上
の
悩
み
相
談
窓
口
を
つ
く
れ

ど
の
窓
口
で
も
で
き
る
よ
う
、職
員
の
研
修
を
し
た
い

答

介
や
、
お
互
い
へ
の
質
問
を

行
い
20
分
間
交
流
を
し
た
。

そ
の
後
生
徒
の
反
応
は
、
す

べ
て
の
生
徒
が
英
語
及
び
フ

ラ
ン
ス
語
へ
の
興
味
が
湧

き
、
外
国
語
を
勉
強
し
た
い

と
答
え
て
い
る
。
従
っ
て
児

童
期
か
ら
異
文
化
に
接
す
る

こ
と
は
国
際
的
な
視
野
に
目

覚
め
、
児
童
の
成
長
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
。

優良農作物の安定的な種苗の供給が望まれる

議
員　

今
年
５
月
に
農
林
水

産
省
よ
り
種
苗
法
の
一
部
改

正
案
が
報
じ
ら
れ
、
ネ
ッ
ト

上
に
お
い
て
「
今
ま
で
通
り

の
安
く
て
お
い
し
い
お
米
が

食
べ
ら
れ
な
く
な
る
」「
今

年
取
れ
た
作
物
か
ら
種
子
を

採
り
、
次
年
度
に
そ
の
種
子

を
植
え
る
事
（
自
家
増
殖
採

取
）
が
出
来
な
く
な
る
」
等

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
専
門
メ
デ
ィ
ア
で

騒
が
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は

自
家
増
殖
原
則
禁
止
と
い
う

タ
イ
ト
ル
が
先
行
し
、
一
部

誤
解
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ

り
、
今
回
報
じ
ら
れ
た
種
苗

法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の

事
実
と
誤
解
を
分
か
る
範
囲

で
説
明
し
て
頂
き
た
い
。

國
廣
産
業
建
設
参
事
官　

背

景
に
は
日
本
で
研
究
開
発
さ

種
苗
法
の
改
正
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
が
趣
旨
と
改
正
内
容
は

優
良
品
種
の
海
外
流
出
と
知
的
財
産
権
を
守
る
た
め

答

れ
た
優
良
品
種
が
海
外
に
流

出
す
る
の
を
防
ぐ
目
的
も
あ

る
が
、
新
に
植
物
品
種
を
研

究
開
発
し
た
人
が
国
に
登
録

す
る
事
で
、「
育
成
者
権
」

が
与
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の

費
用
や
時
間
を
費
や
し
た
権

利
を
保
障
す
る
も
の
で
、
こ

の
「
育
成
者
権
」
が
認
め
ら

れ
て
い
る
作
物
に
の
み
自
家

増
殖
に
制
限
が
か
か
る
方
針

で
、
現
行
地
域
や
農
家
で

代
々
慣
行
的
に
自
家
採
取
し

て
き
た
在
来
種
や
固
定
種
に

つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
自

家
採
種
が
可
能
で
あ
る
。

議
員　

今
年
４
月
１
日
に
主

要
農
作
物
種
子
法
が
廃
止
に

な
り
、
県
が
管
理
し
て
い
た

推
奨
品
種
の
選
定
や
安
定
し

た
種
苗
の
供
給
は
今
後
何
処

で
誰
が
管
理
す
る
の
か
。

産
業
建
設
参
事
官　

県
で
佐

賀
県
主
要
農
作
物
種
子
生
産

基
本
要
領
を
定
め
、
従
来
ど

お
り
対
応
す
る
形
で
す
。

木原　憲治 議員

福田　淸道 議員

フランスのボークール市小学校
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議
員　

基
幹
産
業
の
農
業
で

あ
る
施
設
園
芸
つ
い
て
は
、

新
規
農
業
就
業
者
、
農
業
後

継
者
の
育
成
に
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
が
、
本
年
７
月

西
日
本
豪
雨
に
よ
り
施
設
園

芸
ハ
ウ
ス
（
ア
ス
パ
ラ
・
小

ネ
ギ
等
）
の
冠
水
被
害
が
発

生
し
た
が
、
被
害
を
無
く
す

た
め
に
市
長
は
ど
の
よ
う
な

施
策
を
講
じ
る
の
か
。

國
廣
産
業
建
設
部
参
事
官　

今
回
の
７
月
豪
雨
は
、
過
去

の
豪
雨
災
害
と
比
べ
て
極
め

て
大
き
く
、
潮
の
影
響
や
強

制
排
水
ポ
ン
プ
能
力
の
限
界

も
あ
り
、
施
設
園
芸
作
物
に

被
害
が
生
じ
て
い
る
。
冠
水

時
間
を
短
縮
で
き
る
対
策
を

執
る
必
要
が
あ
る
。内
水
面
・

低
平
地
農
地
の
被
害
軽
減
に

低
平
地
施
設
園
芸
の
冠
水
対
策
は

私
も
機
会
あ
る
ご
と
に
、話
を
し
て
行
く

答

繋
が
る
方
策
は
、
地
元
関
係

者
の
協
力
、
土
地
改
良
区
等

の
関
係
機
関
と
話
し
合
っ
て

い
く
。

議
員　

ア
ス
パ
ラ
な
ど
一
度

冠
水
被
害
を
受
け
る
と
元
の

収
穫
量
に
戻
る
ま
で
、
５
～

６
年
か
か
る
と
聞
く
が
、
今

の
排
水
対
策
を
見
る
と
同
様

な
冠
水
被
害
が
起
き
る
と
考

え
る
の
で
、
今
後
、
水
害
対

策
を
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

土
地
改
良
事
業
の
中

で
排
水
が
で
き
な
い
か
、
私

も
農
政
局
の
方
へ
お
願
い
に

行
っ
た
。
千
代
田
町
の
方
で

は
こ
う
い
っ
た
要
望
は
無

か
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
的

に
冠
水
し
て
い
る
状
況
を
話

し
た
が
、
そ
こ
か
ら
先
が
進

展
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員　

現
在
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
千
代
田
保
健
セ

ン
タ
ー
内
に
あ
る
た
め
、
健

康
診
断
や
他
の
行
事
と
重
な

る
と
利
用
で
き
ず
、
月
の
半

分
し
か
利
用
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
状
況
で
あ
る
。
神
埼

町
に
も
子
ど
も
を
連
れ
て
行

け
る
場
所
が
必
要
と
の
市
民

の
声
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

手
塚
福
祉
事
務
所
長　

子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
場
所
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
は
十
分
に
認

識
し
て
い
る
。
旧
Ｊ
Ａ
会
館

１
階
に
整
備
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
多
目
的
室
を
補

脊
振
小
中
学
校
に
小
規
模
特
認
校
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か

小
規
模
特
認
校
制
度
を
検
討
し
て
い
く
方
向
性
で
あ
る

答

制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

家
永
教
育
部
長　

神
埼
市
学

校
規
模
適
正
化
検
討
委
員
会

の
提
言
を
受
け
、
脊
振
小
中

学
校
に
つ
い
て
小
規
模
特
認

校
制
度
を
検
討
し
て
行
く
方

向
性
で
あ
る
。

完
機
能
と
し
て
利
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　脊振中学校校舎

冠水被害で枯れたアスパラ

山本　千佳 議員

子
育
て
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
事
業
に
つ
い
て

小
規
模
特
認
校
（
従
来

の
通
学
区
域
は
残
し
た

ま
ま
、
特
定
の
学
校
に

つ
い
て
市
内
ど
こ
か
ら

で
も
就
学
を
認
め
る
も

の
）
に
つ
い
て

議
員　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
環
境
で
、
き
め
細
や
か

な
指
導
と
特
色
あ
る
教
育
が

で
き
る
学
校
と
し
て
、
脊
振

小
中
学
校
に
小
規
模
特
認
校

議
員　

本
来
、
過
疎
地
域
の

自
立
の
た
め
に
使
わ
れ
る
は

ず
だ
が
、
ボ
ー
ク
ー
ル
市
と

の
交
流
に
よ
っ
て
の
脊
振
町

を
ど
う
し
て

い
き
た
い
の

か
。

宮
地
企
画
課

長　

文
化
・

教
育
・
地
域

イ
メ
ー
ジ
の

向
上
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
確
立

な
ど
の
地
域

益
を
目
指
す

過
疎
対
策
で

あ
る
。

中野　均 議員

そ
の
他
の
質
問

・
２
０
４
０
年
神
埼
市
の
将

来
つ
い
て

・
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
被

害
状
況
と
対
策
に
つ
い
て
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議
員　

世
間
に
誤
解
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
多
い
「
ひ

き
こ
も
り
」。
社
会
と
つ
な

が
り
が
な
い
孤
立
し
た
状
態

の
こ
と
だ
が
、
現
在
「
ひ
き

こ
も
り
」
の
高
年
齢
化
、
生

活
困
窮
化
が
進
み
大
き
な
課

題
（
問
題
）
が
生
じ
て
い
る

引
き
こ
も
り
の
高
年
齢
化
と
生
活
困
窮
課
題
解
決
に
つ
い
て

将
来
へ
の
不
安
の
軽
減
に
努
め
て
い
る

答

と
聞
く
。
そ
こ
で
、
市
に
お

い
て
現
状
を
把
握
し
た
う
え

で
、
解
決
に
向
け
た
様
々
な

試
み
や
、
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

手
塚
福
祉
事
務
所
長　

佐
賀

県
内
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
等

の
該
当
者
の
年
齢
別
で
は
60

歳
以
上
が
一
番
多
く
、
次
い

で
40
歳
代
、
50
歳
代
と
な
っ

て
い
る
。
状
況
と
し
て
は
、

ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
期
間
が

３
年
以
上
に
及
ぶ
割
合
が
約

72
％
で
、
５
年
以
上
に
及
ぶ

割
合
も
約
58
％
と
半
数
を
超

え
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
ひ
き
こ
も
り
の
状
況
が

改
善
し
な
け
れ
ば
、
生
活
困

窮
等
の
様
々
な
問
題
が
出
て

く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
市

で
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
自

立
相
談
支
援
事
業
に
よ
り
、

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
を
解
消

す
る
こ
と
や
、
就
労
へ
繋
が

る
支
援
に
よ
り
、
将
来
へ
の

不
安
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

議
員　

教
育
行
政
に
つ
い

て
、
特
に
県
校
長
会
主
催
で

８
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
Ｓ

Ａ
Ｇ
Ａ
テ
ス
ト
の
実
施
日
、

こ
の
試
験
を
受
け
る
た
め
の

補
習
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
ふ
さ
わ
し
い
日
程
に
な
っ

て
い
る
か
。

家
永
教
育
部
長　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

テ
ス
ト
は
、
県
内
中
学
３
年

生
を
対
象
に
年
２
回
行
わ
れ

て
お
り
、
本
年
度
は
、
８
月

21
、
22
日
に
実
施
さ
れ
、
補

習
に
つ
い
て
は
夏
季
休
業
中

に
実
施
す
る
学
校
も
あ
る

が
、
実
施
や
回
数
に
つ
い
て

は
各
学
校
の
判
断
に
ま
か
さ

れ
て
い
る
。

議
員　

県
教
委
は
８
月
10
日

か
ら
20
日
ま
で
の
間
は
で
き

る
だ
け
行
事
な
ど
を
組
ま
な

期
間
が
み
ず
か
ら
勉
強
す
る

期
間
に
適
当
だ
と
い
う
判
断

だ
と
、
校
長
会
か
ら
は
聞
い

て
い
る
。

議
員　

テ
ス
ト
の
実
施
日
と

補
習
の
日
程
は
、
県
教
委
の

行
事
を
入
れ
な
い
と
い
う
指

導
と
矛
盾
す
る
。
県
教
委
は

校
長
会
に
対
し
期
日
を
改
め

る
よ
う
に
指
導
す
べ
き
と
い

う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
ま

す
。

教
育
部
長　

県
教
委
を
通
じ

て
校
長
会
に
お
つ
な
ぎ
し
た

い
と
思
う
。

い
よ
う
指
導
し
て
い
る
が
、

補
習
が
そ
の
期
間
に
な
さ
れ

て
い
る
。
矛
盾
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

教
育
部
長　

日
程
に
つ
い
て

は
中
体
連
や
九
州
大
会
、
ま

た
、
各
学
校
で
行
わ
れ
る
体

験
入
学
等
を
調
整
し
な
が
ら

決
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

議
員　

県
教
委
か
ら
補
習
の

時
間
数
に
つ
い
て
の
指
導
は

な
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

時
間
数
に
つ
い

て
は
指
導
は
な
さ
れ
て
い
な

い
が
、
各
学
校
が
実
施
す
る

神埼市教育委員会

民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
つ
い
て

佐藤　知美 議員

教
育
行
政
に
つ
い
て（
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
テ
ス
ト
の
日
程
に
つ
い
て
）

み
ず
か
ら
勉
強
す
る
期
間
に
適
当
だ
と
い
う
判
断

答

白石　昌利 議員

議
員　

民
生
委
員
の
活
動
に

関
わ
る
制
度
は
多
く
、
負
担

は
年
々
重
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
市
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
現
状
と
課
題
を
伺

う
。

福
祉
事
務
所
長　

民
生
委

員
・
児
童
委
員
へ
の
期
待
は

大
き
く
、
活
動
は
幅
広
い
も

の
と
な
り
負
担
増
に
繋
が
っ

て
い
る
。
委
員
が
活
動
し
や

す
い
環
境
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
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編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

松
本　

軍
二

副
委
員
長　

野
口　

英
樹

委
　
　
員　

宮
地　
　

明

委
　
員　

吉
田　
　

守

委
　
員　

服
巻　

玉
美

委
　
員　

山
本　

千
佳

　

市
議
会
議
員
の
職
務
に
つ
き
、
議
会
広

報
編
集
特
別
委
員
は
五
年
目
に
な
り
ま

す
。
市
民
の
方
々
が
ど
の
く
ら
い
議
会
だ

よ
り
を
ご
覧
頂
い
て
い
る
か
、
ど
の
ペ
ー

ジ
に
関
心
が
お
あ
り
な
の
か
、
と
い
つ
も

思
い
な
が
ら
広
報
誌
の
編
集
作
業
を
し
て

い
ま
す
。
是
非
、
ご
覧
頂
き
た
い
ぺ
ー

ジ
は
、
議
員
の
一
般
質
問
の
内
容
と
執

行
部
の
答
弁
や
賛
否
一
覧
表
と
反
対
・
賛

成
討
論
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
議
員
の
質
問
へ

の
思
い
や
議
案
・
事
業
へ
の
考
え
が
わ
か

り
ま
す
。
議
員
の
一
般
質
問
は
、
ネ
ッ
ト

中
継
や
ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
等
で
ご
視
聴
頂

く
か
、
議
会
傍
聴
に
来
て
頂
く
と
、
議
会

だ
よ
り
が
よ
り
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま

す
。

　

是
非
、
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
の
ご
意

見
や
ご
感
想
も
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

　
（
記　

野
口　

英
樹
）

７月２日～３日	

	 議会広報編集特別委員会行政視察研修

	 （山口県美祢市）

７月10日	 議会広報編集特別委員会

７月18日	 平成30年度防衛省全国情報施設協議会

	 総会

	 （東京都）

７月19日	 議会広報編集特別委員会

７月24日～ 25日

	 文教厚生常任委員会行政視察研修

	 （兵庫県相生市、岡山県備前市）

７月27日	 議会広報編集特別委員会

７月31日	 平成30年度知事・市町議会議長懇話会

	 （佐賀市）

８月１日	 議会広報編集特別委員会

８月１日～２日	

	 議会運営委員会行政視察研修

	 （京都府亀岡市、大阪府大東市）

８月７日～８日	

	 産業建設常任委員会行政視察研修

	 （大分県杵築市、佐伯市）

８月９日	 佐賀県市議会議長会議員研修会

	 （鳥栖市）

８月16日	 総務常任委員会

８月27日	 文教厚生常任委員会

８月30日	 産業建設常任委員会

９月４日	 議会運営委員会

９月７日～９月28日

	 平成30年９月第４回神埼市議会定例会

９月７日	 全員協議会

９月12日	 議会広報編集特別委員会

９月14日	 議会運営委員会

９月20日	 平成30年度予算特別委員会

９月21日	 産業建設常任委員会

	 総務常任委員会

９月25日	 神埼市まちづくり特別委員会

	 議会改革検討特別委員会

９月26日	 議会運営委員会

９月28日	 全員協議会

《議会の動き》（Ｈ30年７月～９月）


